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男子高校生の下着に関ずる着用意識と実態

　　　　　　○石井　由香　　　高野倉　睦子　　　長野　智子　　　（昭和学院短大）

（‰詣ﾔ人類の歴史と共存し進歩する）といわれ現在では素材および形など多種多様

の下着がみられる。下着に関しての研究は女性や成人男性を対象としたものが多いが、よ

り若い年代層の男子高校生を対象とした研究は少ない。本研究では、下着に関する着用意

識と実態について東京、山形、福島、静岡の４地域の男子高校生を対象に調査し、男子高

校生の下着の着用特徴を明らかにする。

＜調査方法＞
　男子高校生、合計546名（:束京197名､山形149名､福島lOO名､静岡100名）を対象とし、無

記名式の質問紙による集合調査法により1996年lo月および1997年W月にアンケート調査を

実施した。内容は、下着の着用意識に関する22項目、下着の着衣実態に関する10項目、服

装の規範意識に関する19項目である。

＜結　　果＞
　①高校生が共通して所持数の多いものは上衣ではＴシャツを含む半袖、および袖無し、

下衣ではトランクスであった。特に静岡、福島ではトランクスの所持率が80%以上であっ
た。②以前は着用したが現在着用しない下着の上衣はランニング、下衣ではブリーフであ

り、その理由としては、上衣、下衣ともに「着心地が悪い」「周囲の人が着ていないから

」などが多かった。③下着の着用意識について統計的検定をした結果、22項目中「素材の

よい高価な下着を楽しみたい」など7項目について危険率1%で有意性が認められた。

I Ep－ 2 大学生における古着の着用実態
○市川　淳子　　小林　茂雄
(共立女大)

＜目的〉従来、古着は汚い、安いというイメージが強かったが、最近はファッション
的な面からプラスのイメージでとらえられるものも出てきている。これは古着への価

値観が変化してきている表われと思われる。ここでは、ファッションに比較的関心の
高い大学生を対象にアンケート調査を実施し、古着に対する意識や価値観などについ

て考察した。
〈方法〉ここで取りあげる古着は、古着屋、リサイクルショップ、フリーマーケット、

バザーなどで入手したものとした。調査対象者の有効データ数は、女子大学生1 0 0
名、男子大学生9 3名であり、調査は1997年1 0月～1 1月に実施した。調査内容は、
①古着のイメージ、②古着の所持品目、③古着の着用・非着用とその理由、④この一

年間に入手した古着の品目、⑤古着のメリット・デメリットなどである。

<結果〉古着を着用する人の割合は男子では6 5％、女子では34％であり、男子は
女子の約２倍も多く利用していた。古着着用者の古着所持品目で多いものは、男子で
はＴシャツ、トレーナー、ジーンズであり、これらは5 o％以上の人が所持していた。

また女子では、シャツ、Tシャツ、ジーンズであり、6 0％以上の人が所持していた。
この一年間に入手した品目では、男子ではＴシャツ、トレー－ナーが、女子ではＴシャ

ツ、ジーンズ、スカートが多いものであった。古着着用者の古着着用理由については、
気に入る商品がある、安い、着やすいが男女ともに多くあげた理由であり、また、古

着のメリットとして　多くあげたものは、男子では安い、種類が豊富、価値がある、
女子では安い、価値がある、気に入る商品があるであった。
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